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培養器外直接発根法において CO2施用および高日射量が
バレイショ小植物体の生長に及ほす効果
林真紀夫・古在豊樹・渡辺一成＊・渡部一郎
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Effects of CO2 Enrichment and High Solar Radiation on the Growth 
of Potato Plantlets in Direct Ex-vitro Rooting Method 
Makio HAYASHI, Toyoki KozAr, Kazunari WATANABE 
and Ichiro WATANABE 
Fae叫tyof Horticulture, Chiba University, M atsudo 271, Japan 
The effect of CO2 enrichment and high solar radiation on the growth of potato (Solanum 
tuberosum L. cv. Benimaru) plantlets in the direct ex—vitro rooting method was examined. 
Explants of micropropagated shoots, single node cuttings each with a leaf, were inserted 
directry into the rockwool plugs and cultured inside the environmental control units at different 
intensities of solar radiation under CO2 non-enriched and CO2 enriched conditions. 
On the 35th day, the fresh and dry weights and the number of leaves of the plantlets under 
high solar radiation and CO2 enriched conditions were, respectively, 2.4, 3.1 and I. 7 times greater 
than those under low solar radiation and CO2 non-enriched conditions. High solar radiation and 
CO2 enrichment promoted the growth and rooting of the plantlets in the direct e炉 vitrorooting 
method. 
The fresh and dry weights of the plantlets under high solar radiation and CO2 enriched 
conditions in the direct ex—vitro rooting method were greater than those in the conventional 
method. 
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従来の植物組織培養苗生産における苗化過程では，
般に，ショ糖が添加された培地を含む培養器内で外植
体／小植物体を伸長 (StageIIIa)，発根（発根ステージ，
Stage IIIb)させる． StageIIIb後の小植物体は，培養器
から取り出され，培地を洗い流された後，湿室内などに
移植され順化（順化ステージ， StageIV)される．この
一連の過程において，減菌処理，培地交換，移植などに
多くの作業や資材を必要としている．
ところで，光合成能力をもつ外植体／小植物体は，糖
類を添加しない培地を用いた培養（無糖培養）において，
光独立栄養生長をすることが報告されており 1)，大型培
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養器を用いた無糖培養による発根，培旋器内順化が検討
されている互 また，木本類に関して， ミクロ増殖され
たシュートを培養器外のミストまたは高湿度条件下で発
根させる方法 (Directexゃitrorootingと呼んでいる．
以下，直接発根法と呼ぶ．）が，培養器内での発根方法に
よるよりも経済的であるとの報告3)がある．
筆者らは，組織培養由来の茎葉を含むカーネーション
の単節を節挿しし，これを自然光利用型環境制御装置内
で光独立栄養生長させ，発根・順化を同時並行して行う
方法について報告している 4)． この方法は，上記の直接
発根法の一種であり，より高度な環境制御が可能である．
直接発根法では， StageIIIにおいて培養器を用いな
いので CO2や湿度環境などを直接的に制御できる，培
養液に糖を添加しない，したがって滅菌処理が軽減でき
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る， コンタミネーションによる損失が少ない，発根ステ
ージから順化ステージヘ移行するための移植が省けるの
で植え傷みによる生長抑制や枯死が少ない，などの特徴
が考えられる．さらに，環境を好適に制御することによ
り，従来の方法によるよりも小植物体の種々の環境に対
する耐性を短期間に高め，また，小植物体の生長を促進
し，苗生産期間を短縮することも可能といえる．
そこで，直接発根法において，小植物体の生長に重要
とみられる光環境と CO2環境が小植物体の生長に及ぼ
す影響についてバレイショを供試して試験したので，本
報ではその結果について述べる．あわせて，従来の方法
に近い培養苗生産法との生長比較結果についても述べ
る．
なお，通常の培養方法では，ジャガイモのウイルスフ
リーの種イモはマイクロチューバーとして得られるが，
本報での方法では，順化終了後の小植物体を隔離温室ま
たは圃場に移植し，そこでウイルスフリ一種イモを生産
することを想定している．
材料および方法
1. 試験区，環境制御法および環境設定値の概要
試験区は， 日射量の高低， CO2施用の有無を組み合わ
せた直接発根法による 4区と，従来の培養苗生産法に近
い方法による 1区の計5区とした．
本試験には，自然光利用型環境制御装置（順化装置） 5)
を用いた．この装置は順化用の環境制御装置（以下，環
境制御装置と呼ぶ）として開発されたもので，順化曲線
（文献5)を参照）と呼ぶ環境設定値曲線を用いることに
より，環境制御装置内気湿，相対湿度， 日射量などの環
境を，順化後の日数経過に伴って徐々に変化させること
ができる．
Table 1に各試験区の環境制御装置内の環境設定値を
示す． Al区， A2区， Bl区および B2区は，直接発根
法区である．各試験区の環境制御装置内の日射量，気温
および相対湿度は， Table1の設定値により順化曲線に
基づき制御した．
c区は，試験開始 20日目（以下， 20日目と略す）まで
は外植体／小植物体を培養器内で伸長•発根させ，その
後環境制御装置内で順化する区であり，従来法に近い区
（以下，従来法区と呼ぶ）である． c区の 20日目までの
培養条件および培養室内環境設定値は， Table2に示し
てある．
Al区～B2区における 0~5日目の間および 30,-..,35
日目の間の環境制御装置内日射量，気湿および相対湿度
の設定値は変更しなかった． 5～30日目の間のこれらの
設定値は， 5日目の設定値から 30日目の設定値に徐々に
近づく．
日射量に関しての順化曲線は， 日射量の上限値の経時
変化を設定している． Table1に示した日射量の設定値
は，日最高起時の 13時における上限値である．光透過
Table 1 Set points of the maximum solar radiation, CO2 concentration, air temperature 
and relative humidity in Treatments Al-C for controlling the environments inside 
the environmental control units. Each environmental factor is controlled based on 
the acclimatization curve (Kozai et al., 198 7). 
Dafatyer s Maxim
um CO2 Air (OtC) emp. Relative 
Treat. symbol solar concentra- humidity (%) 
treatments radiation tion* 
(cl) (W・rrc2) (ppm) Max. Min. Max. Min. 
A 1 (High Light, 0-5 116 800 25 25 95 95 
High CO砂 30-35 582 800 30 15 85 60 
Direct e炉 vitro A2 (I-Iigh Light, 0-5 116 --*** 25 25 95 95 
rooting method Low CO砂 30-35 582 30 15 85 60 
Bl (Low Light, 0-5 64 800 25 25 95 95 
High CO2) 30-35 320 800 30 15 85 60 
B2 (Low Light, 0-5 64 25 25 95 95 
Low CO砂 30-35 320 30 15 85 60 
Conventional C** (Medium 20-23 116 25 25 95 95 
method Light, Low CO2) 35 445 28 5 18 88 70 
* 8: 00-18 : 00. 
** Experimental conditions for Day 0-20 are given in Table 2. 
*** Uncontrolled. 
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Table 2 Description of the experimental condi-
tions for the period Day 0-20 in Treat-
ment C. 
Medium 
Basal medium 1 /2MS 
Carbon source 2 % sucrose 
Agar 0.8% 
pH 5.6 bef ore autoclavinir ら
Growth regulator None 
Amount 10 ml. vessel-1 
Vessel 
Type Glass flat bottom test tube 
with plastic formed cap 
Volume 48 ml 
Culture room 
Temperature 25°C 
Relative humidity 75% 
Light source C ool-white fluorescent 
lamps 
PPF 120 μmol-m-2-s-1 
(30W・m-2(400-700 nm)) 
Photoperiocl 16 h. c1-1 
CO2 Uncontrolled 
率の異なる寒冷しゃを小植物体上に水平に展張すること
によって， Bl区と B2区の日射量はAl区と A2区のそ
れの 55%になるようにした．
気湿の日最高および日最低起時は，それぞれ， 13時お
よび 1時に，相対湿度の日最高および日最低起時はそれ
ぞれ， 1時および 13時に設定した． CO2施用は， 8時～
18時の間とした．
2. 供試植物および栽培（培養）方法
供試植物として，バレイショ (Solanumtuberosum L. 
cv. Benimaru)を用いた． 1/2MS寒天培地（ショ糖濃度
2%，寒天濃度 0.8%，生長調節物質無添加）を用い，
培簑室内気温 25°c, 相対湿度 75%，棚面上光量子束
120 µmol•m-2,s-1, 明暗周期 24 h, 明期 16hの条件下
で培養されたバレイショ小植物体を小葉を 1枚含む節に
切り分け，外植体（この用語は培養において用いられる
が，本報では直接発根法に供試する植物片も外植体と呼
ぶ）とした．外植体の生体重は 50土5mgとした．
(1) 直接発根法区
外植体をロックウールキューブ（縦約lcmx横 lcmx
高さ 3cm)に挿したものを，プラグ苗用プラスチックト
レイ（縦30cmx横51cmx高さ 27mm,縦13穴X横21
穴）に千鳥状に配置し，これをさらに硬質プラスチック
トレイに置き，前述した環境制御装置内の栽培槽に入れ
た．この日を試験開始 0日目（以下， 0日目）とする．
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1日1回， 0.1単位の園試処方均衡培養液6)（大塚ハウス
肥料•B処方）に微量要素（大塚 5 号（大塚化学薬品（株））
を培養液 100l当り 5g)を加えたものを液深が約 4cm
になるまで栽培槽に供給し，その後およそ 1時間かけて
排液した．
試験期間は． 1989年9月1日から 10月5日であった．
(2) 従来法区
外植体／小植物体を Table2に示す条件下で 20日間培
養した．外植体を植え付けた日を 0日目とする． 20日目
に小植物体を培養器から取り出し，培地を洗い流した
後，ロックウール（縦約 3cmx横 3cmx高さ 4cm)に
植えた．これを成形プラスチックボットに入れ，硬質プ
ラスチックトレイに置き，環境制御装置内の栽培槽に入
れた．培養液の管理は，直接発根法区におけるそれと同
様とした．
試験期日は， 1989年9月28日から 11月1日であった．
3. 測定項目および算定内容
直接発根法区における日射量， CO2濃度，気湿および
相対湿度を連続測定した．
0日目に外植体の生体重および乾物重を測定し，これ
から乾物率を算定した． 14,28および 35日目に各試験
区当り 7本または 14本について，葉部，茎部および根
部の生体重および乾物重，葉数および茎長を測定した．
これらから，乾物率，乾物重ベースの S/R比(Shoot-root
ratio)および相対生長速度 (RGR)を算定した． 乾物重
は， 60°Cで72時間以上恒温乾燥器で乾燥した後，測定
した．
RGRは，次式より求めた．
RGR= (ln W2-ln W1) / (T2 -T1) 
ここで， W1,W2はそれぞれ， T1,T2日目における
全乾物重である．
結果および考察
1. 直接発根法区の環境
(1) 日射量
Fig. 1 (a)にAl区およびBl区における日積算日射量
の経日変化を示す． A2区および B2区の日積算日射量
は図示してないが，それぞれ， Al区および Bl区のそ
れとほぼ同じであった．
日射量の上限値は，試験開始後の日数経過に伴い徐々
に増加するよう設定した．しかし，実測された日積算日
射量は， 10日目以降のほとんどの日において， 日射量の
上限値の経時変化を設定した順化曲線の積分値として求
まる日積算日射量の半分以下であった． なお， Al区の
日積算日射量が最大になった 25日目に関して，昼間を
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Fig. 1 Daily changes in solar radiation, CO2 concentration (8: 00-18: 00), air temperature 
and relative humidity in Treatments Al-B2. 
* : not measured. 
12 時間としたとき平均日射量は約 lOOW•m-2 （光量子束
は約 200μmol • m-2 • sー1)となる．
用いた環境制御装置はハウス内に設置されており，
た，試験区間の日射量差をつけるために小植物体上に遮
光資材を展張した．遮光資材を用いなければ， 日射量を
さらに増すことは可能である．
30,..,35日目に曇天日が多く，各試験区の日積算日射量
の低下が大であった．自然光利用型の環境制御では，目
標とする光量を連続して得られないという問題がある．
(2) CO2濃度
Fig. 1 (b)に8時～18時の CO2濃度の日平均値， 日最
高値および日最低値の経日変化を示す． Al区およびBl
?
区の 8時～18時の CO2濃度は，ほぼ 750,..,850ppmの
範囲であり， A2区および B2区のこれらは，ほぽ 350
,..,450 ppmの範囲であった．
(3) 気湿および相対湿度
Fig. 1 (c), (d)に気温および相対湿度の日平均値， 日
最高値および日最低値の経日変化を示す．気湿および相
対湿度はおおむね設定したとおりに制御されていた．
2台の環境制御装置を用いたため， Al区およびBl区
とA2区および B2区間の気温および相対湿度に多少の
差がみられたものの，その差は無視しうる程度であった
と考える．
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Table 3 Fresh and dry weights, percentage dry matter, shoot/root dry weight ratio, relative growth rate (RGR) on dry 
weight basis, number of leaves and shoot length of the potato plantlets. 
Days 
after 
treat. 
Fresh weight Dry weight 
Treat. 
Leaf Stem 
(mg plantlet-1) 
Root Leaf Stem Root 
Percent-
age*1 dry 
matter 
Shoot/ 
root DW 
ratio 
RGR*2 
(d-1) 
No. of 
leaves 
(plan tlet-1) 
Shoot 
length 
(mm) 
Al 
(High Light, 
High CO砂
A2 
(High Light, 
Low CO砂
Bl 
(Low Light, 
High COり
B2 
(Low Light, 
Low CO砂
14 
28 
35 
14 
28 
35 
14 
28 
35 
14 
28 
35 
33 
382 
709 
20 
202 
437 
21 
127 
157 
15 
107 
192 
119 
455 
837 
98 
291 
622 
81 
226 
255 
97 
271 
437 
26 
81 
90 
19 
40 
85 
16 
35 
43 
15 
34 
45 
3.2 
35.l 
56.4 
2.3 
19.0 
33.5 
2.2 
12.2 
16.5 
I. 7 
9.5 
13.3 
7.7 
31. 7 
49.2 
7. 1 
20.1 
34.0 
6. 1 
15.3 
22.7 
6.7 
14.7 
19.8 
2. 1 
7.7 
8.3 
1. 5 
3.6 
6.4 
1. 2 
3.2 
3.3 
1. 1 
2.6 
2.8 
7.3 
8.1 
7.0 
8.0 
8.0 
6.5 
8.0 
7.9 
9.9 
7.5 
6.5 
5.3 
5.2 
8.7 
12.7 
6.3 
10.9 
10.5 
6.9 
8.6 
11. 9 
7.6 
9.3 
11. 8 
0. 097*3 
0. 125*4 
0.061*5 
0.085 
0.095 
0.078 
0.075 
0.085 
0.046 
0.076 
0.074 
0.042 
3.7 
7.6 
13 7 
3.9 
7.3 
9.3 
3.3 
6.7 
7.3 
3.4 
6.4 
8.1 
4.7 
13.6 
19.4 
4.3 
12.2 
18.5 
3.5 
10.5 
11. 8 
4.2 
13.2 
19.2 
?
14 
28 
35 
36 
166 
381 
148 
350 
677 
31 
132 
203 
3.6 
15.7 
37. I 
10.1 
18.9 
40.9 
I. 8 
9. I 
15.3 
6.9 
6.7 
7.4 
??．．．?? 0.110 
0.074 
0.108 
5.9 
10. 1 
14.2 
5.5 
13. 1 
21.5 
*1 The percentage dry matter was 6.6% at the start of the experiment. 
*2 RGR= {ln(W2)-ln(TV1)} /(T2-T1), where W1 and Hらdenotethe total dry weight at day T1 and day T2, respectively. 
*3 RGR for the period of Day 0-14 after the start of experiment. 
*4 RGR for the period of Day 14-28 after the start of experiment. 
*5 RGR for the period of Day 28-35 after the start of experiment. 
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Fig. 2 Time courses of dry and fresh weights of 
the potato plantlets. 
The description of Treatments Al-C are 
given in Tables 1 and 2. 
2. 直接発根法区における小植物体の生長
Fig. 2に，各試験区の全生体重および全乾物重の経日
変化を示す．また， Table3に，葉部，茎部および根部
の生体重および乾物重，乾物率，相対生長速度などを示
す．
(1) 生体重および乾物重
28および 35日目における全生体重は， Al区＞A2区
>B2区＞Bl区であった． 35日目における CO2無施用
区において高日射量区 (A2区）の全生体重は低日射量区
(B2区）のそれの 1.7倍 (Duncanの範囲検定により 5
％の危険率（以下，同様）で両区間に有意差あり）， CO2
施用区において高日射量区 (Al区）の全生体重は低日射
量区(B1区）のそれの 3.6倍（両区間に有意差あり）であ
り， CO2施用の有無にかかわらず高日射量区の生体重は
低日射量区のそれに比べ大であった．
35日目における高日射量区において CO2施用区 (Al
区）の全生体量はCO2無施用区(A2区）のそれの 1.4倍
（両区間に有意差あり）であり，低日射量区において CO2
施用区 (Bl区）の全生体重は CO2無施用区 (B2区）の
152 (18) 
それの 0.8倍（両区間に有意差なし）であった．
高日射量． C仇施用区（Al区）の全生体重は，低日射
量・ CO2無施用区 (B2区）のそれの 2.4倍であった．
14, 28および 35日目における葉部，茎部および根部
の生体重の試験区間の大小関係は，全生体重のそれらと
同様であった．
35日目における全乾物重は， Al区＞A2区＞ Bl区＞
B2区であった． CO2無施用区において高日射量区(A2
区）の全乾物重は低日射量区 (B2区）のそれの 2.1倍
（両区間に有意差あり）， CO2施用区において高日射量区
(Al区）の全乾物重は低日射量区 (Bl区）のそれの 2.5
倍（両区間に有意差あり）であり，全生体重と同様，高日射
量区の全乾物重は低日射量区のそれよりも大であった．
高日射量区における C伍施用区(Al区）の全乾物重は
CO2無施用区 (A2区）のそれの 1.5倍（両区間に有意差
あり），低日射量区における CO2施用区 (Bl区）の全乾
物重は CO2無施用区 (B2区）のそれの 1.2倍（両区間
に有意差なし）であり， CO2施用区の全乾物重は無施用
区のそれよりも大であった．
高日射量． C仇施用区 (Al区）の全乾物重は，低日射
量． CO2無施用区 (B2区）のそれの 3.1倍であった．
14, 28および 35日目における葉部，茎部および根部
の乾物重の試験区間の大小関係は，全乾物重のそれらと
同様 (Al区＞A2区＞Bl区＞B2区）であった． 日射
量と CO2濃度を増すことは，葉部，茎部の生長と同時に，
発根および根の生長を促すと考えられる．
低日射量区に比べ高日射量区において CO2施用によ
る乾物重増加は大， CO2無施用区に比べ CO2施用区に
おいて日射量を増すことによる乾物重増加は大となる傾
向がみられた．各試験区間の乾物重の違いは，純光合成
速度の違いによることが主原因と考えられ，直接発根法
による外植体／小植物体の生長においても，他の栽培作
物について報告されている CO2濃度および光照射強度
と純光合成速度の関係7)があてはまるものと推察され
る．
(2) 相対生長速度
0~14日目， 14~28日目および 28~35日目の乾物重
ベースの相対生長速度(RGR)がTable3に示してある．
0~14 日目の RGR は Al区＞ A2 区＞ B2 区~Bl区， 14
~28日目のそれは Al区＞A2区＞ Bl区＞B2区， 28~
35日目のそれは Al区＞A2区＞Bl区＞ B2区であった．
Al区， A2区および Bl区において， 0～14日目の
RGRに比べ 14~28日目の RGRが大であり，いずれの
区においても 14~28日目の RGRに比べ 28~35日目の
RGRが小であった．
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Fig. 1 (a)に示した 28~35日目の平均日積算日射量は，
14~28日目のそれの約 60%であり， 14,..,28日目と 28~
35日目の RGRの違いは，両期間の平均日積算日射量の
違いに少なからず起因しているものと考えられる．
(3) 乾物率，葉数，茎長， S/R比など
乾物率は，各区ともに，測定日による違いがみられた．
低日射量． CO2無施用区 (B2区）の乾物率が他の区に比
べ低かった．概して， CO2無施用区よりも CO2施用区
のほうが乾物率が高くなる傾向がみられたものの，この
点については，さらに詳細な調査の必要があろう．
35日目における葉数は， Al区＞A2区＞B2区＞Bl
区となり，試験区間の生体重の大小関係と同様の傾向が
みられた． Al区の葉数は Bl区のそれの1.9倍， B2区
のそれの 1.7倍であった．
茎長に関しては Bl区以外の試験区間では，大差がな
かった． 日射量および CO2濃度の違いが茎長に及ぼす
影響は，生体重や乾物重に及ぼす影薯よりも小さいとみ
られる．
乾物重ベースの S/R比は，すべての区において 14日
目以降，増大する傾向がみられた．
14日目には，いずれの区においても根がロックウール
培地を貫通し，一部はプラスチックトレイのポットの底
の穴を貫通しており，残りはポット内面に付着した状態
にあった．培地，その含水率およびボット容積と小植物
体の生長の関係については，今後調査する必要があろう．
28および 35日目において葉部と茎部の乾物重を比較
すると， Bl区， B2区および A2区では葉部乾物重より
も茎部乾物重が大であったが， Al区ではこれと逆であ
り，全生体重および全乾物重が大きい区ほど，茎部乾物
重に対する葉部乾物重の比が高くなる傾向がみられた．
3. 直接発根法区と従来法区における小植物体の生長
比較
従来法区(C区）の20~35日目の CO2濃度は， A2区お
よび B2区のそれと同程度であった． c区の 20~35日
目の平均日積算日射量は， Al区および A2区の 20~35
日目の平均日積算日射量と同程度であった． c区の 20~
35日目の気温および相対湿度は，ほぼ設定したとおりに
制御された．
c区の全生体重および全乾物重の経日変化を Fig.2 
に，葉部，茎部，根部の生体重および乾物重， RGRな
どを Table3に，直接発根法区のそれらとともに示して
ある．
c区では， 20日目に小植物体を培養器内から環境制御
装置内に移櫛し，順化した．しかし，順化開始後の茎葉
および根の枯死はほとんどなく， Fig.2からわかるよう
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に移植後の全生体重および全乾物重増加の抑制は認めら
れなかった．これは，順化に環境制御装置を用いており，
小植物体の受ける環境ストレスを抑制できたためと考え
られる．従来の順化における環境制御方法では，これよ
りも生長抑制が大となろう．
28および 35日目における C区の全乾物重および全生
体重は直接発根法区のAl区のそれらよりも小さく， A2
区のそれらに最も近くなった． 28日目および 35日目に
おける C区の根部乾物重は， A2区のそれの約 2.5倍お
よび 2.3倍であった．また， 28および 35日目における
c区の S/R比は，直接発根法区のそれらの半分以下であ
り， C区の28~35日目の根部生体菫および根部乾物重の
増加が直接発根法区のいずれよりも大であった．また，
同日における C区の RGRは，直接発根法区のそれらよ
りも大であった． これは， C区において 20日目の移植後
に用いたロックウール培地およびボット容積が直接発根
法区において用いたそれらよりも大であったことが一因
として考えられる．
35日目における C区および A2区の葉部生体重が，そ
れぞれ， 381mg• plantletー1および 437mg• plantler1で
あったのに対し，葉数は，それぞれ， 14.2plantletー1お
よび 9.3plantletー1であった． A2区に比べ C区では，
葉数が多く， 1枚当りの葉面積が小さい傾向がみられた．
総合考察
直接発根法において，高日射量および CO2施用は外
植体／小植物体の生長および発根促進に効果があった．
本試験で得られた結果は，光独立栄養培養における小植
物体の生長は，培養器内 CO2濃度が高いほど8)，光強度
が高いほど9)促進されるという結果や，順化過程におけ
る小植物体の生長は， CO2施用10)や C伍施用と補光11)
により促進されるという結果と同様といえる．
今回の試験では，前述したように，環境制御装置内日
射量が日射量の上限値を設定した順化曲線に達しない場
合が多かった．また， 35日目までの枯死率は， Bl区 (8
％）を除き 0％であった．これらのことを考慮すると，
今回の試験における以上に日射量を高めても，外植体／
小植物体を枯死させることなく生長・発根をさらに促進
させることが可能であると考えられる．節挿後の日数経
過に伴う日射量の変化パターソが小植物体の生長・発根
および枯死に及ぼす影響は，湿度環境や植物の種類によ
っても当然異なるであろう．どの程度の日射量が小植物
体を枯死させることなく生長・発根を促進させるのに適
当か，相対湿度条件などと合わせてさらに実験的に検討
する必要があろう．
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今回試験に用いた園試処法均衡培養液の濃度は， 0.1
単位としたが，一般の栽培に用いられている濃度よりは
かなり低く，培養液の濃度と生長の関係も検討する必要
があろう．
CO2施用区の CO2濃度の設定値を 800ppmとしたが，
さらに濃度を高めれば乾物重はさらに増加したものと考
える．しかし，一般の作物では，高 CO2濃度下で栽培
されると葉の老化が進み，光合成速度の低下が速まる 7)
ともいわれている．本報で述べる直接発根法において，
好適な CO2濃度の検討が必要であろう．
高日射量およびC仇施用による生長促進は，直接発根
法における生産期間の短縮に有効であると考えられる．
しかしながら，このような生長促進が苗としての品質に
及ぼす影響については，今後の検討課題であろう．
培養器内が高湿度，弱光条件である従来の培養法で
は，培養された小植物体は，とくに水ストレス耐性が低
いため，培養器から取り出した後に順化が必要となる．
他方，直接発根法では，節挿し直後から光独立栄養生長
し，発根と順化が同時並行的に行われうるので，従来の
培餐法に比べ， より初期の段階から小植物体は水ストレ
ス耐性を高め，光合成能力を高めることができよう．こ
のため，従来法に比べ直接発根法では，小植物体がより
小さな段階で，圃場などに移植可能になると思われる．
これらの点についても今後さらに詳細に検討する必要が
あろう．
今回の試験ではジャガイモを供試したが，これ以外の
多くの植物に対しても本方法は適用可能と思われ，それ
らに対しての適用試験も必要であろう．
本研究の一部は，文部省科学研究費補助金によってな
された．ここに謝意を表す．
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